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今後の展開及び波及効果創出への取り組み
今後の展開

l 非装着型の計測技術へと発展
l アプリケーション展開

ü セキュリティシステム
ü ドライバモニタリングシステム etc.

波及効果創出への取り組み

l ソフトウェアのライセンス契約 or 公開を行い
アプリケーションへの展開を目指す


